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窪

田

順

平

監

修

／

承 

志

編 

『

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

環

境

史

 

2

 

国

境

の

出

現

』 

臨

川

書

店 
 

二

〇

一

二

・

三

刊 

四

六 

二

七

〇

頁 

二

八

〇

〇

円 

  

本

書

は

総

合

地

球

環

境

学

研

究

所

の

「

民

族

／

国

家

の

交

錯

と

生

業

変

化

を

軸

と

し

た

環

境

史

の

解

明

―

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

半

乾

燥

域

の

変

遷

」
（

通

称

「

イ

リ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

、

代

表

窪

田

順

平

、

二

〇

〇

七

～

二

〇

一

一

年

）

の

研

究

成

果

を

書

籍

化

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

イ

リ

河

流

域

を

ユ

ー

ラ

シ

ア

中

央

域

の

核

の

一

つ

と

し

て

と

り

あ

げ

、

分

野

を

越

え

た

視

点

か

ら

環

境

と

人

間

の

関

わ

り

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

指

し

た

も

の

で

あ

る

。

本

巻

は

特

に

ユ

ー

ラ

シ

ア

大

陸

の

中

央

に

位

置

す

る

こ

の

地

域

が

現

在

の

よ

う

な

「

辺

境

」

に

変

貌

す

る

過

程

を

歴

史

学

的

に

解

明

す

る

こ

と

を

目

標

と

し

て

い

る

。 

 

第

一

章

「

帝

国

支

配

と

国

境

の

誕

生

」

は

総

論

で

あ

る

。

杉

山

清

彦

「

イ

リ

地

域

を

め

ぐ

る

帝

国

の

興

亡

と

国

境

の

誕

生

」

（

論

文

副

題

は

省

略

。

以

下

同

様

。

）

は

こ

の

地

域

の

地

理

的

、

歴

史

的

背

景

を

概

説

し

た

後

、

一

七

～

一

八

世

紀

に

お

け

る

ジ

ュ

ー

ン

ガ

ル

、

大

清

国

、

ロ

シ

ア

と

い

う

三

帝

国

の

角

逐

を

描

き

、

さ

ら

に

ユ

ー

ラ

シ

ア

帝

国

と

し

て

の

大

清

国

の

中

に

お

け

る

新

疆

の

位

置

づ

け

に

つ

い

て

論

じ

る

。

承

志

「

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

に

お

け

る

「

国

境

」

の

誕

生

と

遊

牧

の

実

態

」

で

は

大

清

国

と

ロ

シ

ア

、

ジ

ュ

ー

ン

ガ

ル

と

の

間

で

行

わ

れ

た

境

界

画

定

と

、

そ

れ

以

後

の

境

界

の

巡

視

、

境

界

地

域

の

遊

牧

民

の

管

理

が

論

じ

ら

れ

る

。 

 

第

二

章

「

小

氷

期

と

遊

牧

集

団

の

移

動

・

適

応

」

も

二

篇

か

ら

な

る

。

サ

ム

ピ

ル

デ

ン

デ

ヴ

・

チ

ョ

ロ

ー

ン

（

加

藤

紀

子

訳

）

「

十

七

世

紀

ユ

ー

ラ

シ

ア

に

お

け

る

モ

ン

ゴ

ル

遊

牧

集

団

」

は

、

ロ

シ

ア

語

の

未

刊

行

文

書

を

利

用

し

て

一

七

世

紀

の

モ

ン

ゴ

ル

人

の

移

動

や

社

会

の

変

化

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

。

野

田

仁

「

歴

史

の

中

の

カ

ザ

フ

の

遊

牧

と

移

動

」

は

カ

ザ

フ

遊

牧

集

団

の

社

会

構

造

を

紹

介

す

る

と

共

に

、

一

八

～

一

九

世

紀

の

気

候

変

動

と

集

団

の

移

動

、

そ

し

て

ロ

シ

ア

帝

国

の

下

で

の

社

会

の

変

化

に

つ

い

て

論

じ

る

。 

 

第

三

章

「

農

業

大

開

発

と

移

民

社

会

の

形

成

」

の

二

篇

は

共

に

華

立

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

「

清

朝

時

代

に

お

け

る

イ

リ

渓

谷

の

農

業

開

発

」

で

は

、

清

朝

に

よ

る

イ

リ

地

域

へ

の

様

々

な

集

団

の

移

住

と

多

様

な

屯

田

形

態

を

紹

介

し

、

一

九

世

紀

前

半

に

行

わ

れ

た

大

規

模

な

水

利

開

発

の

実

態

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

。
「

イ

リ

九

城

点

描

」

は

清

朝

に

よ

る

新

疆

統

治

の

中

心

で

あ

っ

た

イ

リ

の

九

つ

の

城

の

様

子

を

人

口

や

経

済

活

動

を

中

心

に

描

い

て

い

る

。 

 

ま

た

本

書

は

二

篇

の

コ

ラ

ム

を

含

む

。

小

沼

孝

博

「

遊

牧

国

家

の

資

源

利

用

」

は

遊

牧

国

家

ジ

ュ

ー

ン

ガ

ル

の

下

で

の

農

業

と

交

易

の

実

態

を

、

承

志

「

シ

ベ

集

団

の

移

住

と

そ

の

後

の

生

活

」

は

シ

ベ

集

団

の

イ

リ

地

域

へ

の

移

住

と

イ

リ

で

の

生

活

、

辺

境

警

備

所

の

様

子

な

ど

を

描

い

て

い

る

。 

 

本

書

所

収

の

論

文

は

、

環

境

と

関

連

さ

せ

て

分

析

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

時

の

社

会

や

国

家

の

姿

や

そ

の

変

化

を

具

体

的

か

つ

説

得

力

を

持

っ

て

明

ら

か

に

し

て

い

る

。

ま

た

丁

寧

な

概

説

と

当

時

の

状

況

を

生

き

生

き

と

描

写

す

る

史

料

の

引

用

は

こ

の

時

代

と

地

域

を

理

解

す

る

上

で

の

良

い

手

引

き

と

な

る

。 

 

た

だ

し

本

書

で

の

「

国

境

」

と

は

、

大

清

国

、

ジ

ュ

ー

ン

ガ

ル

、

ロ

シ

ア

の

間

で

一

七

、

一

八

世

紀

に

画

定

さ

れ

た

境

界

を

指

し

、

近

代

的

な

国

境

の

概

念

と

は

異

な

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

地

域

の

辺

境

化

の

考

察

に

は

一

九

世
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紀

後

半

以

降

に

つ

い

て

の

研

究

が

必

要

で

あ

る

。
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上

出

徳

太

郎
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